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生活時間 (分) 消費熱量 (Cal)
授業日 休暇日 授業日 休暇日
1.移 動 _146.6±79.3≡書三1粥19土ⅠRa忍≡テ 378.1±208.2萱≡32乳≡8岩5奴㌻8≡三
2.教 養 413.2±30.7iー脱乳Ji≡名士34;7㍍;≡…; 500.6±91.9*1531≡横芝23良港I
4∴生理的生活 566.8±106.1≡672こ≡溜ま娼氏沼≡… 648.0±192.2…!iT761≡9誉1汎≡忘≡言≡
5.家事的生活_ 75.1±96.3.;≡lTTi≡3窒:はむ7…i≦ 155.7±169.1≡117i≡速ま336i81ミ≦






























項目 生活時間 消費熱量授業日(%) 休暇日(%) 授業E](%) 休暇日~(%)
1.拷 .動 10.18±5.50 7.28±8.56 18.56±7.65 14.34±22.93
3.趣味.娯楽 7.54±5.57~15.80±9.19 6.98±5.57 17.87±34.89
4.生理的生活 39.36±7.37 46.73±8.56 32.65±7.45 43.19±51.34

































蓑4 冬期授業日における生活時間 (分)及び消費熱量 (Cal)の相関マトリックス


















009-142 960-303 045_291 0ー45-084
040 049-342 600-435 011 147 379-253
1421233 036-435 933_260_014-229 0351450
050-473-188 008-165 845 181-370-199 069-227














表5 冬期休暇日における生活時間 (分)及び消費熱量 (Cal)の相関マトリックス







































移動 教養 趣味 生理 家事 その他
消費熱畠































































移動教養趣味生理 家事 その他 移動 教養 趣味生理家事 その他 総量
体脂鹿 060二028 101-069-030 -030 008 060 026■173 287 -034 347
比体重 083082 072_-047-018 -164 234 543 198 527-005 -082 741
比座高 028-075-029 157-134 063-037-039 013 110-114 066-007
ローレル 017056 072-021006 -149 078 413_169 434 041 -099 527














移動 教養 趣味 生理 家事 その他
消費熱量
























































移動 教養 趣味 生理 家事 その他 移動 教養 趣味 生理 家事 その他 総量
体脂肪 073213 125-080-118 -148 190 286 112 112 185 -159 321
比体重 152377-240-153-156 062 170 602-167-167428 °152 598
比胸囲 030238-037-055-156 022 140 392_086_0白6 316 058 369
比座高 -143095 100089-074 -062 003 126 074 074 135 -054 004
ローレル 072299-183-122-120 080 156 506-175-175340 135 485
カウプ 115349-218-141-144 074 168 573-178-178 397 148 558
ベルペック 105340_161-118I167 048 169 548-141-141408 118 535
n-65,p<0.05;r-0.241,p<0.01;r-0.313,p<0.001;r-0.395
数の間に顕著な相関関係が認められた｡授業日と教養日の違いは､授業日が生
理的生活と体格指数に相関がみられたのに対して､休暇日が家事的生活とにみ
られた点であった｡
4.要約
地方短期大学生の生活時間と体力及び形態の関連から､身体活動の重要性を
検討した｡生活時間調査は､被検者 (65名)自身に分単位で詳細に行動内容を
記入させ､同時に体力及び形態の測定も実施した｡
1)授業日における移動及び教養時間は､休暇日において､趣味･娯楽と生理
的生活及び家事的生活時間に移行した｡
2)授業日と休暇日の移動に要する消費熱量には､差がなかった｡
3)1日の消費熱量は､休暇日の方が平均8.5%大きかった｡
4)スポーツを含めたその他の消費熱量は､授業日と休暇日の間に差がなかっ
た｡
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5)1日の生活時間の割合は､両日とも生理的生活時間が大きく､その他の割
合が逆に少なかった｡
6)消費熱量は､授業日が生理的生活及び教養､休暇日が生理的生活及び家事
的生活に依存していた｡
7)短期大学生における冬期の生活活動指数は､軽労働に属する職種に相当し
た｡
8)授業日の教養時間は､スポーツの時間を制限した｡
9)休暇日の消費熱量の増加は､移動及びスポーツの項目が開通している0
10)総消費熱量と形態の間には､密接な関連がみられた.
なお､調査にご協力いただいた信州豊南女子短期大学の学生に感謝申し上げ
ます｡
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